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事業所名 グループホーム あかり   

令和5年度 第 2回 運営推進会議開催報告書 

開催日時 令和 5年７月２１日（金）  

参 加 者 議   題 

利用者        9 名 

利用者家族      2 名 

地域住民の代表者   0 名 

市職員         １名 

はたやま地域包括支援 

センター職員      １名 

柊訪問看護ステーション  １名 

みゆきファーマーシー薬剤師 １名 

事業所          4 名 

(1) 入居者状況 

(2) 活動状況（5月、6月） 

(3) 今後の予定（7月、8月） 

(4) 苦情・事故・ヒヤリハット報告 

(5) 身体拘束の適正化について 

(6) ご意見・要望・提案・助言 

(7) その他 

 

会    議    録 

 

事業所の特色 

   あかり理念 「心で通じる共想いケア」 

         私達は感謝の気持ちと相手を思いやる心で、共想いケアを実践します 

認知症の症状をもった入居者様がそれぞれの役割を発揮し共同生活を送ることに 

 よって、安定した生活を送れるように支援することを目的としてます。 

  一人ひとりの生活リズムに合わせてその人らしさ、また持っている潜在能力を発揮 

 出来るように努め、共に歩むパートナーとして笑顔あふれる寄り添いのケアを目指し

ています。 

 

（1）入居者状況   

6月 30日現在 9名（男性：3名、女性：6名） 

要介護1：3名  要介護 2：3名  要介護3：2名 

要介護4：1名  要介護 5：0名  

平均要介護度 2.1  平均年齢 84.6歳 

   ※1名要介護2女性 5月 5日当施設で逝去されました。 

   ※1名要介護2女性 5月 17日新入居されました。 

   ※1名要介護1女性 6月 4日新入居されました。 

 

（2）活動状況（5月、6月） 

・三浦内科クリニック往診 5月 24日(水)、6月 21日(水) 

・柊訪問看護ステーション訪問 5月 10日(水)、2４日(水)、31日(水) 

18日(木)（訪問リハビリ） 

6月 7日(水)、14日(水)、28日(水) 

22日(木)（訪問リハビリ） 
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・青木歯科往診 5月 4日(木)、18日(木) 

24日(水)（歯科衛生士） 

6月８日(木)、２２日(木) 

28日(水)（歯科衛生士） 

・みゆきファーマーシー訪問 毎週１回（居宅療養管理指導…薬セット管理） 

・ハート治療院訪問 週１～２回（希望者にマッサージ治療） 

・運営推進会議 

・訪問理美容 

5月 19日(金) 

6月 26日(月) 

・防災訓練（山口連区）                    6月 18日(日)夕方想定 

山口連区主催 17時から開始 

・一時(いっとき)の集合場所へ集まり、点呼を行っ

た。 

・参加したことで近隣の人と関わり色々話すこと

ができた。 

・関わりを持てたことで、組長さんがあかり施設

周りの草刈りをして、野菜を植えてくださった。 

・災害発生時、近隣の住民の方が万が一困ったと

きは、「あかり」を一時の場所として提供してい

く事を話し合った。 

 

行事  

・お誕生日会1名 

・お誕生日会1名  

 

5 月 27日(土) 

6月 3日(土) 

友人が遠方から会いに来て下さり、一緒にお祝い

ができ、喜ばれ感激された。 

 

 

（3）今後の予定（7月、8月） 

  ・7月 七夕 

  ・8月 訪問理美容（8月28日）、夏祭りDS合同予定 

 

（4）苦情・事故・ヒヤリハット報告 

  ・苦情      0 件 

  ・事故      3 件：5月中句：入浴前血圧再検せず、入浴を実施。 

              5 月下旬：ベッドの横に仰向けで倒れていた。 

                 （上履きをはかずホールにでてきた為、上履きをは 

く様に促したら興奮され上履きをスタッフにめが 

け投げてきた。しばらく様子を見る為、退室し様

子を見ていた直後「コン」と軽く音がした） 

・ヒヤリハット  1件：6月初旬：トイレ誘導後、ホールにでて居室に行こうと手す 

りにつかみ、歩こうとされた時転びそうになっ

た。スタッフが横にいたため受け止め転倒に至ら

なかった。 
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（5）身体拘束の適正化について 

・身体拘束なし 

・身体的拘束適正委員会 

 →高齢者虐待防止のための介護職のマナー向上 

 「介護向上を目指すチェックⅠ」日々の心構えのケアについて考える。 

  ・尊厳ある暮らしを支えるケアのチェック 

  ・利用者本位 

 回答後振り返りを行い日々の心構えで身体拘束の適正化について再認識しました。 

 

（6）ご意見・要望・提案・助言 

   

  ※本日の感想 

市職員から 

・2回目の参加 

・入居者様も一緒に運営推進会議に参加していて、良い雰囲気を感じることが出来 

て良かったです。 

    ・質問 → 熱中症対策として何かしていますか。 

       答：常に水分量をチェックし水分を摂るよう声掛けし促しています。 

 

   はたやま地域包括支援センターから 

   ・初めて会議に参加した。 

   ・コロナ禍で色々と大変だが、行事等行うことが出来良かった。 

   ・(入居者様）お一人おひとりずつのことを考え対応されている姿を見て良かった。 

 

   みゆきファーマーシー（薬剤師）から 

   ・薬で困っていることがあればいつでも相談下さい。 

   ・伸び伸びと入居者様が過ごされている所を見て安心する。雰囲気が良いと思って 

います。 

 

   柊訪問看護ステーション（看護師）から 

   ・他の看護スタッフより、落ち着いて生活している等、状況を聞いている。 

   ・薬剤師さんが週 1 回配薬であかりへ来ていることを知らなかった。薬が処方され

た時に困っていることがあればすぐ対応出来るようにしていきたい。 

   ・熱中症には気をつけてほしい。 

    …24時間エアコンをつけている状態で、急に外へ出ると体調不良になりやすい 

     ので注意してほしい。 

     もし、発症したら、クーリングをして、水分を摂る。 

     口あたりの良いものを飲んでほしい。 

   ・脱水になると口数が少なくなり、口が乾いてくる。 

    体温が上がるため、注意して様子を見てほしい。 

    

 

 入居者様からのご意見 
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 ・歳をとっているから何がおこるかわからない。 

 ・使用しているものの中身が少なくなったから入れてほしい。 

 

   入居者ご家族様から 

   ・あかりへ入所してから「帰りたい」と言わなくなった。 

   ・あかりでの生活に慣れてよかったと思っている。 

   ・あかり通信について「母だけのもの」として嬉しい。 

   ・ヒヤリハットもあったが小さなことで終わって良かったと思っている。 

 

   入居者ご家族様から 

   ・お誕生日会、富山の主人の田舎の友人とお祝いができてとても良かった。本人さ 

んも友人様の名前を覚えており声を出していた。 

   ・手がかかると思うが色々考えてケアを行ってくださっていることに感謝してい

る。 

       

  管理者から 

   ・あかり開設から8年目。まだ未熟だが、少しずつ色々と取り組んでいきたい。 

   ・「認知症ケア」は環境と関わりが一番大事。 

    ❍皆と同じ気持ちで生活してほしい。 

    ❍スタッフで入居者さまの状態を日頃から見て関わりを持っていきたいと 

思っている。 

   ・MK様について…会議中、体調不良で席を外された。 

     ↳安心して(あかりで)過ごすことが出来るようにご家族様と連携をとっていきた 

いと思っています。 

   ・スタッフ、薬剤師さん、柊訪問看護ステーションと連携を取りご家族様へ変化が 

    あれば都度連絡をとり関わりを持っていきたい。 

   ・あかり通信について 

    ❍毎月、大変だがご家族様が「安心してくだされば」との想いで作成している。 

    ❍お手元に届くことでいい思い出になるようにしていきたい。 

      

（7）その他 

・介護職員のPCR検査について 

5月に2回、6月1回実施しました。検査結果は、全員陰性でした。 

                   

次回開催予定  令和 5年 9月 15日(金) 14：00～  

             

 


